伪满皇宫日语导游词
偽満州皇宮博物館は宮廷遺跡型博物館で、清朝ラストエンペラー愛新覚羅?溥儀が偽満州国の傀儡皇帝として働いていた時に住んでいたところで、今は国家初のAAAAA級観光スポット、全国重点文化財保護機構、国家一級博物館、全国愛国主義教育模範基地となっています。
偽満宮の前身は民国初期に塩務管理と運送を担当した吉黒専売運局の官署で、1932年から1945年まで、日本の侵略者はここを修繕して拡張して、次第に一定の規模の宮廷建築群に拡大しました。
博物館の敷地面積は25.5万平方メートルで、その中で宮廷保護区域は13.7万平方メートルで、全部で4つの区域に分けられています。保康門から西部レジャー文化展示区には、溥儀の御用達馬場、禁衛軍キャンプエリアと講堂、御用花貯蔵室、ハロゲンブック車庫があります。興運門に入ります。中部の「宮廷」歴史文化展示区には、宮内府、捜熙楼、勤民楼、嘉楽殿、懐遠楼、同徳殿、東西御花園、書画楼などがあります。この二つのエリアは偽満州国宮廷史を展示しています。東御花園を通り抜けて、東部警告教育文化区には、百年の蒸気機関車、東北陥落史陳列館が含まれています。このエリアは東北の陥落史と中華民族の抗戦史を展示しています。平和広場を経由して階段を降りて、南部観光商業貿易サービスエリアでは、個人の好みに応じて文創製品を購入して、出口のライラック門に行って見学を終了します。
今日の帝宫の旅を始めます。
【西部レジャー文化展示区】
私達の右手の宮門はライ薫門と言います。偽のいっぱいの時期に溥儀と日本の関東軍司令官が出入りする時に使います。
私たちの前の保康門は、「皇帝」と関東軍司令官以外の人たちが宮廷を埋め尽くすための必須の門です。1934年溥儀は3回目に登基し、年号を「康徳」と定め、「康康」門と名づけ、「康徳を守る」という意味があります。
御用馬場は、溥儀が乗馬の練習をするところで、現在は御馬苑馬術クラブと呼ばれています。
ハロゲンブックガレージは、溥儀の「公用車」を保管するところです。「ハロゲンブック」儀仗は古代の天子が旅に出る時、支配的地位と統治の尊厳を守るために建立された礼儀制度で、1932年秋に米国のゼネラルモーターズで特別に予約された超豪華なキャデラックのクラシックカーで、車の標的は満州国の皇室バッジ「蘭花御紋章」です。
【中部「宮廷」歴史文化展示区】
興運門を跨ぐのが宮廷歴史文化区です。運気が盛んで、国運が盛んであるという意味があります。しかし、門の裏側にあるこの時計は、1945年8月11日21時10分に時間が決められています。それは溥儀がここから逃げた時間です。この門は溥儀登基の時の躊躇満志を目撃し、更に彼の「帝王夢」の敗亡を目撃したと言える。
麻薬楼は1908年に建てられました。当時塩務を管理していた機関である吉黒専売運局が建てたものです。1932年、溥儀は政権に就任した後、このビルを改造修理して帝後の寝宮とした。名前は「詩経?大雅?文王」の中で「捜熙敬止」から。溥儀はここで13年4ヶ月8日の宮廷生活を過ごしました。
二階の西部は溥儀の生活エリアです。寝室、書斎、理髪室、お堂、トイレと漢方薬の倉庫があります。これらは溥儀の性格と生活習慣を見抜くことができて、彼の自伝《私の前半生》の中で帰納するように：殴ってののしって、薬を飲んで、占いと恐れます。
二階の東側は皇后婉容の生活エリアで、一階の西側は溥儀の第三位の妻-譚玉玲の生活エリアで、一階の東側は溥儀使用人達の部屋で、今ここで開催されているのは「溥儀と後妃」生活写真展です。
中和門は皇居内廷と外廷の境界線で、北京故宮の乾清門に相当します。西側には溥儀の乳母と部分が随従して居住し、東側には御医と随従者が居住するほか、宮内府司房事務室、及び日本憲兵室があり、名目上は溥儀を保護しています。
勤労民楼は、「天法祖を敬い、政をよく働き、民を愛する」という祖訓に基づいて命名されました。溥儀が政務を処理し、日偽高官を召還し、式典を行い、外国使節を接見し、賓客を与えるなどの活動を行うところです。
正門は承光門といい、光緒皇帝を受け継ぐという意味があります。日本の関東軍司令官や他の重要人物と会うたびに、溥儀はここで写真を撮ります。「協和影」と呼ばれ、当時の各新聞に載せられています。そのため、この門は当時は誰でも知っていました。
勤労民楼の中央に四角な天井があります。レスリングやフェンシングなどのショーがよく行われます。
勤民殿は、溥儀が重要な来賓と会見し、正式な儀式を行うところです。1934年3月1日、溥儀はここで自分の三回目の「登基」式を行いました。その前に売国条約「日満議定書」を締結し、わが国の東北の主権を日本帝国主義に全部売却しました。
また、勤民楼には四つの等級の侯見室、西便殿、仏堂、供宴殿などがあります。
嘉楽殿は1940年に建てられました。宮中最大の賜宴殿です。いつも祝日、重要な記念日に、溥儀はここで日偽高官や重要な来賓を招待します。今ここで開催されているのは「皇帝から公民まで」というテーマ展示です。溥儀が皇帝から市民までの伝奇的経歴を真実に述べました。封建制度の腐敗と没落を示しました。日本侵略者が偽満州国政権を操作し、東北人民に血の植民地支配を行っていることも明らかにしました。の犯罪です。
愛新覚羅?溥儀は1906年2月7日に生まれました。1908年12月2日、3歳の溥儀登基は、年号宣統であり、清朝ラストエンペラーであり、中国史上最後の皇帝でもある。1909年から1912年、1917年7月1日から1917年7月12日まで2回も在位しました。1924年11月5日、馮玉祥の国民革命軍に紫禁城を追い出されました。1932年3月に長春に到着し、満州国に就任した。1945年8月17日、通化大栗溝で退位を宣言し、ソビエト連邦に5年間拘留された。新中国成立後、中国に送還され、ハルビンと撫順戦犯管理所で10年間改造されました。1959年12月4日、特赦され、北京に帰りました。北京の関廂病院の看護師の李淑賢と本当の意味の家庭を創立しました。1961年、全国政治協商文史資料研究委員会の専従者に任命された。1967年10月17日、溥儀は病気で61歳で亡くなりました。
御用庫：この黒いパーカーは、溥儀の自家用車です。これは20世紀20年代末に米国で作られたもので、当時の世界で最もファッション的だった180型8気筒の豪華乗用車です。パーカーは1956年に完全に倒産しました。この車はパーカーの絶版になりました。
懐遠楼は1934年秋に建てられました。主に溥儀が先祖を祭るところです。また、清宴堂、尚書府、帝室会計審査局、武官処など、溥儀のための宮中機構が含まれています。
同徳殿は、日本人によって設計され、1938年に建てられたオフィス、政務、住居、娯楽を一体化した臨時宮殿で、日満同心という意味があります。しかし溥儀は日本人がビルの中に盗聴施設を設置したことを疑っています。長期にわたって搬入する勇気がなく、溥儀と日本人が一心同体ではないことが分かります。
広間、拝礼間、便見室、日本間などは、溥儀の異なるレベルの「会客室」です。一階にはカイロ、獣頭の池、ビリヤード場、ピアノ室、中国間、映画館があります。二階は溥儀と福貴人の李玉琴の生活エリアですが、溥儀はここに住んだことがありません。
書画楼は、同徳殿の北側に位置し、通称白楼と呼ばれています。一階の東側に書画を置き、西側に古い書籍を保管する。二階の東側に経書を保管し、西側に各種の詩書を保管する。溥儀が逃げた時、一番大切な蔵品の一部を選び、大栗溝に運び、残りの部分は散逸しました。
【東部警世教育文化区】
百年の蒸気機関車は、1898年に米フィラデルフィアのボルン機関車工場が製造したもので、木材を主な燃料とする蒸気式列車であり、かつてサウロのために中東鉄道南部の支線に使われた工事車で、林河を経由して川の底に沈んだ。2005年3月に出土した。
東北は歴史陳列館に陥落し、建築面積は1.06万平方メートルで、コレクション、展示、教育と学術活動を一体化した現代化多能博物館です。館内では「九一八―日本侵略中国東北史実展」が展示されています。陥落編、残虐編、抗戦編の三つのプレートの九つの部分で構成されています。歴史写真1200枚以上、貴重な文物1000点以上を展示しています。大量かつ反論の余地のない史実、実物、資料を用いて、東北の陥落史を全面的に真実かつ如実に展示し、日本軍国主義の武力侵略による中国東北、傀儡政権の砲制、ファシズム植民地統治の犯罪を深く暴露し、中国共産党が東北人民の抗戦と中華民族の敵愾心を指導し、最終的に世界ファシズム戦争の勝利を収めたことを賛美した。偉大な壮挙この展覧会は2007年第7回全国博物館十大展示逸品賞を獲得しました。
【南部観光商業貿易サービスエリア】
近衛軍のキャンプ場です。ここは元々溥儀の個人武装保護軍のキャンプ場でした。しかし、この武装は1937年に日本軍に解散され、相次いで警備所、近衛所に編入されました。ここは近衛軍の宿泊、訓練、弾薬の貯蔵及び管理機関のキャンプとなります。
今は観光客のために買い物したり、骨董鑑賞したり、交流したりする商業貿易の場所です。
お客様、時間の制限のため、今日はここを見学します。またのご来店を楽しみにしています。
